
はじめに

北海道東部の網走市に位置する能取湖（図 1）

は面積59㎢、最大水深21 mの汽水湖です。流入

する大きな河川はなく、湖水の塩分濃度は湖外の

オホーツク海とほぼ同じです。湖内では放流用ホ

タテガイ稚貝の生産ならびにホタテガイやシロザ

ケなどの漁獲が行われています。湖岸には、干潟

や「さんご草祭り」で有名なアッケシソウが成育

する塩性湿地が広く存在し、環境省の「生物多様

性の観点から重要度の高い湿地」にも選定されて

います。干潟にはアサリが生息し、漁業資源とし

て利用されるとともに、一部の干潟は北海道では

珍しい潮干狩り場として無料で開放されています。

能取湖ではアサリ資源の有効利用と資源保護を

図るため、1993年にアサリの漁業権が設定されま

した。しかし、その後30年近くを経ていますが期

待された資源の増加は認められず、漁獲量は増え

ていません。アサリ漁場である干潟の定点では、

西網走漁業協同組合らが毎年 6月に資源のモニタ

リング調査を実施しています。アサリ稚貝の発生

は年変動があるものの、毎年一定程度の規模で確

認されています。漁獲と稚貝発生の状況から、ア

サリ資源が増えない要因は、稚貝から漁獲サイズ

（殻長40㎜以上）までに至る成長過程での生残率

の低さにあると推察されました。

一方、かつてアサリの主産地であった本州や九

州では漁獲量が激減し、資源回復を図るために

様々な取り組みが行われてきました。中でも試験

段階ではありますが、カキ殻の粉末を球状に固め

た製品や砂利を網袋に入れて漁場に設置すると、

アサリの稚貝が集積し（天然採苗）、網袋の中で

は外に比べて良好な生残や成長が報告されていま

す1,2）。網袋の中のアサリは食害や波浪の影響を受

けにくく、餌となる微細藻類なども捕捉されやす

いことが高生残・高成長の要因と考えられていま

す3）。この手法の前提条件としては、稚貝発生が

ある程度あり、かつ波浪等によって稚貝が動かさ

れることが挙げられています4）。モニタリング調

査の結果や干潟に現れる砂れん（砂の表面にでき

る波状の構造）から、能取湖の干潟では本条件を

満たしている可能性が高いと考え、2017年から本

手法を適用した試験を西網走漁業協同組合と共同

で実施しています。その結果、漁獲量を増やすま

図 1　能取湖

能取湖におけるアサリ増殖の試み
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でには至っていませんが、能取湖でのアサリの増

やしかたが見えてきましたのでご紹介します。

砂利入り網袋を使用した天然採苗と育成

2017年 5 月に能取湖東岸の干潟において、粒径

1㎝前後の砂利を 5㎏詰めた網目 4㎜のナイロン

網袋を海岸線と並行に設置しました（写真 1、以

下、試験区）。2017年から2020年まで年 1 ～ 2 回

の頻度で網袋を回収し、袋の中のアサリの個体数

の計数と殻長の測定を行いました。また、これと

同時に網袋周辺のアサリの生息状況を調査しまし

た（以下、対照区）。

試験開始から2018年 4 月までの平均密度（網袋

の底面積や対照区の調査面積とアサリの個体数か

ら計算）を図 2に示しました。網袋の目合いは 4

㎜ですので、袋の中に集積されるアサリの主体は

網袋設置前年に生まれた個体です。2017年に網袋

を設置しましたので、採苗対象は2016年生まれ群

となり、図 2はその平均密度の推移となります。

網袋周辺の対照区のアサリ平均密度は、 5月に網

袋を設置した時は745個体/㎡でしたが、 8月まで

の間に大きく減少しました。その後、夏季から秋

季は密度を維持していましたが、翌 4月には 0個

体/㎡となりました。

一方、試験区では網袋の外に存在する2016年生

まれ群が袋の目から中に集積され、網袋設置から

8月の間に大幅な密度の増加が見られました。そ

れ以降は減少しましたが翌 4月には298個体/㎡が

残り、対照区に比べて高い密度を維持していまし

た。試験区と対照区での試験開始から 8月までの

密度変化は対照的です。波浪等の強さを把握する

ために対照区で連続測定した流速を桑原5）の方法

で解析し、結果を図 3に示しました。図 3の青線

より大きい値の領域（青線の外側）に計測値のプ

ロットがあると、アサリ稚貝は波や流れで動かさ

れる状態にあることを示しています。さらに赤線

の外側にプロットがあると、アサリに加えて干潟

の砂まで波や流れで動かされる状態にあることを

写真 1　網袋の設置状況
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アサリ稚貝の移動限界
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図 2　アサリ稚貝(殻長27㎜未満)の平均密度の推移
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意味しています。2017年 5 月から 8月の観測期間

中に約30％の頻度で青線の外側にプロットされま

した。このことから波によって対照区のアサリ稚

貝は散逸し、その一部が試験区（網袋）に集積さ

れたため、両区で対照的な密度変化になったと推

察されました。 8月以降は両区ともに密度は減少

傾向にありますが、年を越えて試験区の密度が対

照区より高いのは、 8月までの稚貝集積量の多さ

が要因であると判断されます。

網袋の中で越冬したアサリは2018年 4 月には平

均殻長11㎜まで成長していました。その後、 1年

半経過した2019年10月に回収した網袋のアサリの

殻長組成を図 4上に示しました。殻長40㎜以上の

アサリは 1袋あたり平均 6個体で、漁獲サイズが

見えてきました。一方、小型個体も増えました。

図 2では2016年級群を採苗対象としていることを

説明しましたが、設置から 2年以上が経過してい

ますので、2016年級群とは殻長が明らかに異なる

2017年、2018年級群も網袋に入っています。

さらに 1年後の2020年11月の殻長組成を図 4下

に示しました。殻長40㎜以上のアサリは 1袋あた

り平均 8個体で、2019年10月からほとんど増えて

おらず、成長が頭打ちしているようでした。2020

年11月の網袋内のアサリの平均密度は599個体/㎡

と高く、過密状態にあることが成長停滞の要因と

推察されました。殻長40㎜以上の漁獲対象貝を増

やすにはもう一工夫が必要のようです。

プラスチック篭による育成

網袋による育成に限界（過密状態）が見えまし

たので、網袋からアサリを出して育成する方法を

試みました。食害防止の必要性の確認とアサリの

移動防止のため、干潟にプラスチック製の篭を埋

め、ラッカースプレーで標識したアサリを220個

体/㎡の密度で収容し、蓋付き・蓋なしの 2パタ

ーンで育成しました（写真 2）。

1年後、蓋付きの篭では75％のアサリを回収で

き、平均殻長は収容時の22㎜から41㎜へ成長し、

漁獲サイズ（40㎜）以上の割合は63％でした。こ

れに対し、蓋なしの篭ではアサリを 1個体も回収

できませんでした。篭の周辺では、穴の開いた標

識したアサリの貝殻がいくつも回収されました

（写真 3）。貝殻に開いた穴の形態から、アサリは

肉食性巻貝であるチシマタマガイ（写真 4）に捕
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図 4　2019年10月(上)と2020年11月(下)に回収した網袋
のアサリ殻長組成

写真 2　プラスチック篭による育成
（左：蓋なし、右：蓋付き）
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食されて減耗したものと判断されます。殻長20㎜

程度の大きさであっても、網袋から出してアサリ

を育成する場合には、引き続き食害生物からの保

護が必要であると分かりました。

おわりに

成長過程で減耗するアサリ稚貝を砂利入り網袋

と蓋付きのプラスチック篭を併用して育成するこ

とで、漁獲サイズのアサリを増やせることが分か

ってきました。ただし、本手法には網袋の設置や

網袋からプラスチック篭へのアサリの移植などの

労力が必要です。事業化の可否はアサリの増殖に

かかる労力と漁獲から得られる収入との関係次第

であることは容易に想像できます。

北海道産アサリは、国内生産量の激減や産地偽

装問題の影響で貴重な国産アサリとして位置づけ

られ、価格が上昇しています。販売面では追い風

状態にありますので、水産試験場では本手法の更

なる省力化と生産性の向上を図り、能取湖でのア

サリ増産の実現に向けて取り組みを続けていきた

いと考えています。

最後に、本研究の実施に当たりご協力いただい

た西網走漁業協同組合の末澤技師ならびに西網走

漁業協同組合、網走市水産漁港課および網走東部

地区水産技術普及指導所の関係者各位に心より感

謝いたします。
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写真 4　チシマタマガイ（水槽内）

写真 3　肉食性巻貝に捕食されたアサリの貝殻
（着色はラッカースプレーによる標識）
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